
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヨハン東京キリスト教会は日本宣教連合会（KPCA 日本老会/JEA 加盟団体）に所属している伝統的なプロテスタ

ント教会です。当教会は、「旧統一教会（世界平和統一家庭連合）」「モルモン教」「エホバの証人」とは一切関係あ

りません。 

第 31 巻 43 号                             2026/8/2 

2 部礼拝 10：00 

司会・説教：堀江 佳奈 牧師 

 

前奏 

招きの言葉･黙祷････････････････････････････････････････････････････････････一同 

私たちの信仰告白･･･････････････････使徒信条･･･････････････････････････････一同 

讃   美････････････････････････････････････････････････････････････････････一同 

代表祈祷･･･････････････････････････････････････････････････････吉田 清見 執事 

私たちの祈り････････････････････････主の祈り････････････････････････････････一同 

聖書朗読･･･････････････ローマの信徒への手紙 6 章 1-14 節････････････････司会者 

説   教････････････「キリストと共に死に、キリストと共に生きる」･････････････説教者 

入教･洗礼式･聖餐式････････････････････････････････････････････堀江 佳奈 牧師 

献金讃美･････････････････新聖歌 171 番「今日まで守られ」････････････････････一同 

献金祈祷･････････････････････････････････････････････････････････････････司会者 

頌   栄･････････････････新聖歌 63 番「父 御子 御霊の」････････････････････一同 

祝   祷･････････････････････････････････････････････････････････････････説教者 

後奏 

歓迎の挨拶･お知らせ･共同体の交わり････････････････････････････････････････一同 

 

※礼拝中に起立を促すことがありますが、 

各自の判断でお座りいただいても構いません。 

◆お知らせ◆ 
■入教・洗礼式・聖餐式 

本日礼拝中に、入教・洗礼式が行われま

す。 

入教者：関口愛理 

洗礼者：大久保源太、榊原有那、杉原美

咲 

入教・洗礼者のために、引き続きお祈りを

お願いいたします。 

また、洗礼・入教式の後、聖餐式を行いま

す。感謝の心を持って聖餐にのぞみましょ

う。 

 

■日々のみことば 

メッセージを毎週月曜日、水曜日、金曜日

の朝に、LINEのオープンチャットから配信

しています。 

※LINEオープンチャット 

へ参加するには、右のQR 

コードからお入りください。 

 

■平日集会 

⑴木曜祈り会 

日時：8月6日19:50〜 

場所：3階第一礼拝堂 

ZoomミーティングID：875 9712 9492 

パスワード：720298 

※火曜聖書学び会はしばらく夏休みになり

ます。 

 

■Bible Time 

日時：本日11:30-12:20 

場所：北新宿4丁目会館 

内容：「信徒を目覚めさせよう」 

 

■地域宣教部 

⑴多世代食堂「きたよん25（ニーゴー）食

堂」 

日時：8月8日（土）17:00-18:30 

場所：1階フレンズカフェ 

※調理補助・配膳をしてくださる方を募集 

します。 

⑵2525（ニコニコ）子育てサロン 

日時：8月19日（水）10:30-12:00；14:00-

17:00 

場所：1階ドリームルーム 

対象：3歳以下の子どもとその保護者 

 

⑶きたよん25cafe 

日時：8月19日（水）14:00-17:00 

場所：1階フレンズカフェ 

⑷クリーンウォーク 

日時：8月29日（土）9:00-10:00 

集合場所：1階フレンズカフェ 

※雨天の場合は中止になります。 

⑸夏休み図工教室 

日時：8月28日（金）10:00-11:30 

場所：1階ドリームルーム 

内容：レジン作り 

対象：小学生 

担当者：久保田美穂伝道師 

 

■イムモーセ宣教師証 

8月9日（主）の2部礼拝中、レバノン在住の

シリア難民宣教に仕えるイムモーセ宣教師

の証があります。 

 

■教職者日程 

堀江佳奈牧師はGospel Fest vol.5で説教

奉仕をします。 

日時：本日16:00〜 

場所：保土ヶ谷公会堂 

 

■執り成し祈りの箱 

受付に祈りの箱が置いてあります。それぞ

れの祈り課題を書いて、入れてください。 

 

■礼拝エチケット 

敬虔な礼拝のため、始まる10分前までには

お越しいただき、主の前に静まり、祈りをも

って備えるようお願いします。 

教会ビジョン： 
イエス・キリストを私たちのブランド（BRAND）とし、その生き方を私たちのトレンド（TREND）と
しよう。 
牧会方針： 
予想外のビジョン（Unexpected Vision） 
・礼儀正しい教会   ・常識が通じる教会   ・外を見つめる信仰 詳細についてはこちらの 

ページをご参照ください 



◆各部の礼拝◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆教会共同体の祈祷課題◆ 

◆日本部の Mission Statement◆ 

◆使徒信条◆ ◆本日の聖句◆ 

◆主の祈り◆ 

天の父よ み名があがめられますように み国が来ますように 
みこころが天で行なわれるように 地上でも行なわれますように 
わたしたちに今日も この日のかてをお与え下さい 
わたしたちに罪を犯した者をゆるしましたから わたしたちの犯した罪をおゆるし下さい 
わたしたちを誘惑から導き出して 悪からお救い下さい 
み国も力も栄光も とこしえにあなたのものだからです アーメン 

１ 私たちは、神様の子どもとされた大切でかけがえのない一人一人が集まった共同体で
す。 

-あなたは愛されるために生まれた人。 
２ 私たちは、一人の問題を皆で祈り支えることで連帯し、共に泣いて共に笑う共同体です。 

-信仰生活は団体戦。 
３ 私たちは、この地上における神の国の現れと広がりに仕える共同体です。 

-宣教する教会。 

わたしは、天地の造り主、全能の父である神を信じます。わたしはそのひとり子、わたしたち
の主、イエス・キリストを信じます。主は聖霊によってやどり、おとめマリヤから生まれ、ポンテ
オ・ピラトのもとで苦しみを受け、十字架につけられ、死んで葬られ、よみにくだり、三日目に
死人のうちからよみがえり、天にのぼられました。そして全能の父である神の右に座しておら
れます。そこからこられて、生きている者と死んでいる者とをさばかれます。わたしは聖霊を
信じます。きよい公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、永遠のいの
ちを信じます。アーメン。 

① 入教・洗礼を授かる兄弟姉妹と、それを見守り、祈る共同体の今後の信仰生活のため
に。 

② 宣教の働きが広がり、救われる人々が次々と起こるように。（今週の働き：きたよん 25 食
堂） 

③ 世界で起こっているあらゆる痛み、嘆き、叫びの上に、神様の介入があり、癒しと回復が
起こされていくように。 

④ English Ministry：8 月の夏休みの間に English Sunday Schoolの働きがよく整えられ、9
月の新学期が祝福のうちに始められるように。 

⑤ オリーブハウスチャーチ（松原牧師・本名牧師）：教会につながる未信の方たちが、礼
拝、Kids'Time、すべての集い、カフェや食堂を通して、生きておられる主イエスさまを知
り、救いに導かれるように。 

礼拝 説教者 時間・場所 説教箇所・題 

ブレッシング部 何 虹燕 
10:00 

ドリームルーム 

ペトロの手紙二 3 章 9 節 

「待っています」 

3 部礼拝 

（韓国語・通訳） 
楊 在成 

12:00 

第一礼拝堂 

マルコによる福音書 3 章 14 節；ヨハネによ

る福音書 1 章 14 節 

「神様との親密は大丈夫ですか」 

4 部礼拝 

（英語・通訳） 

Alice Park 

Lee 

12:00 

ビジョン A 

Ephesians 5:21-33 

「Christ at the Center of Our 

Relationships」 

6 部礼拝 

（中国語） 
郭 太栄 

14:00 

第一礼拝堂 

イザヤ書 14 章 1-2、22-23 節 

「父の心」 
 

-ローマの信徒への手紙 6 章 1-14 節- 
1では、どういうことになるのか。恵みが増すようにと、罪の中にとどまるべきだろう

か。2決してそうではない。罪に対して死んだわたしたちが、どうして、なおも罪の中

に生きることができるでしょう。3それともあなたがたは知らないのですか。キリスト・イ

エスに結ばれるために洗礼を受けたわたしたちが皆、またその死にあずかるために

洗礼を受けたことを。4わたしたちは洗礼によってキリストと共に葬られ、その死にあ

ずかるものとなりました。それは、キリストが御父の栄光によって死者の中から復活

させられたように、わたしたちも新しい命に生きるためなのです。5もし、わたしたち

がキリストと一体になってその死の姿にあやかるならば、その復活の姿にもあやか

れるでしょう。6わたしたちの古い自分がキリストと共に十字架につけられたのは、罪

に支配された体が滅ぼされ、もはや罪の奴隷にならないためであると知っていま

す。7死んだ者は、罪から解放されています。8わたしたちは、キリストと共に死んだ

のなら、キリストと共に生きることにもなると信じます。9そして、死者の中から復活さ

せられたキリストはもはや死ぬことがない、と知っています。死は、もはやキリストを

支配しません。10キリストが死なれたのは、ただ一度罪に対して死なれたのであり、

生きておられるのは、神に対して生きておられるのです。11このように、あなたがたも

自分は罪に対して死んでいるが、キリスト・イエスに結ばれて、神に対して生きてい

るのだと考えなさい。12 従って、あなたがたの死ぬべき体を罪に支配させて、体の

欲望に従うようなことがあってはなりません。13また、あなたがたの五体を不義のた

めの道具として罪に任せてはなりません。かえって、自分自身を死者の中から生き

返った者として神に献げ、また、五体を義のための道具として神に献げなさい。14な

ぜなら、罪は、もはや、あなたがたを支配することはないからです。あなたがたは律

法の下ではなく、恵みの下にいるのです。 


